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本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、
現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的
なリスクや不確実性が含まれております。
従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの業績とは
異なることがありますことをご承知おき下さい。



連 結

２００９年３月期 １Ｑ実績・中間・通期決算予測２００９年３月期 １Ｑ実績・中間・通期決算予測

単位：億円

増減率

０９／３月期

+45.5％

+61.2％

+73.5％

①

▲3.2％

中間期

２，８５０

通期

６，３００

増減率

+24.5％

+32.2％

+88.7％

+1.1％

営業利益

経常利益

利益率

利益率

当期利益

利益率

２００

１７０

９５

７．０％

６．０％

３．３％

４７０

４１０

２３０

７．５％

６．５％

３．７％

売上高

第１四半期
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第１四半期売上・営業利益の概況第１四半期売上・営業利益の概況
②

営業利益：１２億→４２億（＋２９億）

売上：１，１９１億→１，１６０億（▲３０億）

２００７年１Ｑ ２００８年１Ｑ

◆デバイス・その他：▲５４億

２００７年１Ｑ ２００８年１Ｑ

◆デバイス・その他：＋１９億

◆エレクトロニクス機器：＋１２億

◆エレクトロニクス機器：＋２４億



第１四半期の概況第１四半期の概況

◆携帯電話

・Ｗ-ＣＤＭＡ端末と海外向け新製品の開発も順調に推移

③

・国内は、ａｕでＮｏ．１堅持

→Ｗ５３Ｈ（有機ＥＬ搭載薄型ﾜﾝｾｸﾞ）、Ｗ６１ＣＡ（５．１ﾒｶﾞ防水ﾜﾝｾｸﾞ）販売好調

◆デジタルカメラ

・国内、海外ともに計画どおり推移

◆電子辞書、時計

・高収益性を継続

◆デバイス

・不採算事業譲渡で収益性改善

・ＥＸ-Ｆ１のラインアップ拡充に向けて開発順調に推移



今後の事業戦略今後の事業戦略

◆電子辞書

・高付加価値新製品の販売拡大

④

◆時 計

◆携帯電話

・安定的な利益体質の構築

・新しい競争軸で商品ラインアップ強化

・メタルアナログ・電波時計の拡大

◆デジタルカメラ

→学習向けユーザーの更なる拡大、海外市場の本格化

→６局電波受信機能モデル拡充

→ＥＸ-Ｆ１技術をベースにしたラインアップ展開

→国内：ａｕ内シェアアップ、Ｗ-ＣＤＭＡ端末の下期販売開始
→海外：ベライゾン向け販売強化



売上高

セグメント別売上・営業利益セグメント別売上・営業利益
単位：億円
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